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教員年間活動計画ならびに報告

自分が担当する授業科目において、学生に予習を促すように、予習課題
を設定するなど工夫して行きたいと思います。また、わかりやすくなるよう
に、スライドや板書、説明方法の改善を心掛けます。また一歩的に教える
だけではなく、学生とのコミュニケーションを心かけながら取り組みたいと
考えています。卒業研究および専攻科研究においては、今年度設定した
すべての研究テーマについて学生の進捗を確認しながら、計画的に研
究を進めていきます。

本研究室では、高周波発振回路の研究、電気自動車走行中給電システ
ムに関する研究と電磁波の人体への影響に関する研究を行っており、今
年度もこれらの研究を継続して行い、研究成果を学会に投稿できるように
計画しています。高周波発振回路の研究について、解析の半分ができて
おり、今年の１０月ごろのにまとめて、電子情報通信学会マイクロ波研究
会に発表すること予定しております。
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活動内容

職位 准教授所属 電気電子工学科

校
務
/
管
理
運
営

社
会
活
動

主事, センター長, 室長
学科長,
委員長
学級担任
主事補,　センター委員, 室員
委員会委員
など

学会での活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流活動
学外団体活動
など

研
究

学
生
生
活
指
導

自主研究
外部資金研究（科研費ほか）
共同研究
技術相談
論文・解説・著書学会等発表
特許など

学級担任
学生相談
課外活動指導
コンテスト指導
など

今年度は５年の担任を務めており、学生の進路相談などに乗り、メタル面でもサ
ポートしながら、学生が次のステップに進めるように応援して行きたいと思います。
また、学生進路関係の各種書類を、学生とコミュニケーション取りながら、作成を
頑張りたいと思います。
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教
育

授業担当
卒業研究
専攻科研究
授業改善
教材開発
教科書執筆
など
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(注) エフォートは各職務にかける(出力×時間)の割合(%)で表示、最小単位を10%あるいは5％とし合計100％となるように記載する。

(注) フォントのサイズは10pt～12ptとし、記入欄の行の高さは記入内容に合わせて変更する。

昨年度初めて、担当し
た専攻科の「ディジタ
ル信号処理」の授業
は内容が難しく、数式
の物理的な意味を学
生に理解してもらうの
に、授業を聞くだけで
は、どんなに理解力の
高い学生でもついて
いけない状況でした
が、予習を促し、また、
実践的なプログラム作
成などを取り入れて結
果、学生全員が合格
することができました。

電磁波の人体への影
響に関する研究につ
いて、XXXVth
General Assembly and
Scientific Symposium
ofthe International
Union of Radio
Science (URSI GASS
2023)にアクセプトさ
れ、発表を行いまし
た。その論文は IEEE
Xploreに掲載されまし
た。

昨年度は４年生の担
任を務めました。工場
見学、インターンシッ
プなどでとても忙しい
一年でしたが、学生に
いろいろと経験をさ
せ、また無事に終えた
ことはとてもよかったと
思います。
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主事
その他の長
学科長
委員長
部会長
主事補等
担任
委員会委員
部会員

クラブ顧問
コンテスト指導

担当科目名・
単位数
卒業研究・
専攻科研究指
導学生数
教育方法改善
内容

所属学会名
学会活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流
学外団体活動

論文
著書
総説・解説
学会等発表
特許
共同研究
技術相談
科研費
外部資金

今まで担当してきた科目においても今から新しく担
当する科目においても予習を促す工夫をしながら、
わかりやすい説明方法を心掛けます。学生の状態
に合わせて、質を重視した教育内容にする取り組み
をして行きたいと考えております。卒業研究および
専攻科研究においては、設定したすべての研究
テーマについて学生の進捗を確認しながら、計画
的に研究を進めていきます。

本研究室では、電気自動車走行中給電システムに
関する研究と電磁波の人体への影響に関する研究
を行っており、今年度もこれらの研究を継続して行
い、研究成果を学会に投稿できるように計画してい
ます。

バスケットボール部顧問をしており、引率など積極
的に行います。

４年生クラス担任を担当しますので、学生に寄り
添った指導ができるように頑張って行きたいと思い
ます。工場見学やインターンシップなどの各種イベ
ントのて手続きや引率に関する準備などをミスがな
いように取り組みたいと思います。

教員業務内容報告書
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